
ＳＲＢ－Ａ実機大モータデータ取得試験
の実施について

平成１８年７月１２日

宇宙航空研究開発機構

宇宙基幹システム本部

宇宙輸送プログラム推進室長

有賀 輝

委２５－３



1

実機大モータデータ取得試験計画概要

１．目的

局所エロージョンを排除してさらなる信頼性の向上と打上げ能力の回復
を目指す、新たなＳＲＢ－Ａのノズル改良設計案の妥当性を確認するた
め、試作した実機大ノズルと実機大モータを組み合せて地上燃焼試験を
実施し、フルスケールでの検証を行う。

２．試験計画概要

• 実機大モータと燃焼試験形態の概要（図１）

• 実機大モータは、Ｈ－ⅡＡロケット６号機まで使用していた燃焼圧力パ
ターン（平均燃焼圧力9.8MPa、燃焼時間100秒）のモータを使用

• 試験時の計測項目は、燃焼圧力、推力、ノズル及びモータケースの温度･
歪、燃焼中の画像等、総計約２８０点を取得

３．試験実施時期及び場所

• 日時：平成１８年７月２０日（木）午前１１時点火予定

• 場所：種子島宇宙センター固体ロケット燃焼試験場
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固体ロケットエロージョンタスクフォースの研究成果及びＳＲＢ－Ａ改良型の開発成果等を踏まえ、
ライナアフト（ノズルスロート下流の断熱材）部に生成する筋状のアブレーション（表面後退）が局
所エロージョンに成長することを抑制するため、数値流体解析・直径80mm小型モータ実験による
検証を実施して、新たなＳＲＢ－Ａのノズル改良設計候補として２種類のノズル形状を選定

ノズル改良設計結果の概要

新たなＳＲＢ-Ａノズル概要図

ライナアフト部（ＣＦＲＰ製）

サーマルライナ
（ＣＦＲＰ製）

一体型スロートインサート
（３次元ｶｰﾎﾞﾝ･ｶｰﾎﾞﾝ複合材）

ホルダ（アルミニウム合金製）

直径500mmのサブスケールモータ（実機の１／５）による検証試験を実施し以下の結果を得た。
● ライナアフト部（ＣＦＲＰ製）の平均表面後退量は現行の改良型ノズルに比べ５割以下に、最大
表面後退量で６～７割程度に低減

● ２回の試験結果はほぼ同等であり、再現性についても確認

ライナアフト部の表面後退量・ノズルインレット（ノズル入口）部の表面後退量等についてトレード
オフを行い、候補案を1種類に絞った。

Ｈ－ＩＩＡロケットのさらなる信頼性向上と打上げ能力回復を目指し、固体ロケットブースタ（ＳＲＢ－
Ａ）の開発（ノズル改良設計）を継続
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図１ 実機大モータデータ取得試験
供試体概要図
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